
M1-L1-C01 

データサイエンス 

責任者・コーディネーター 情報科学科医学統計情報学分野 髙橋 史朗 教授 

担当講座・学科(分野) 
情報科学科 医学統計情報学分野、医歯薬総合研究所 医療開発研究部
門、医歯薬総合研究所超高磁場MRI診断･病態研究部門 

担当教員 髙橋 史朗 教授、西塚 哲 特任教授、山下 典生 准教授、小野 保 講師 

対象学年 1  

区分・時間数 
（1コマ 2時間計算） 

講義  7コマ  14時間 

演習  7コマ  14時間 

実習  0コマ   0時間 
期間 後期  

 
・学修方針（講義概要等） 

近年，情報通信技術の発展によりビッグデータの扱いが容易となり，医療の現場においても ICTや
AIへの関心が急速に高まっている．特にゲノム医療，画像診断支援，診療・治療支援への活用は，国
の重点施策に選定されるほどである．これらを支える主要な学問の一つがデータ科学・統計学であ

り，その重要性が以前に増して強く認識されている．医療関係者のみならず現代社会を生きるすべて

の人に，データ駆動型の思考法が強く求められている．本講義では，データ科学のリテラシーレベル

であるデータの可視化と要約の方法，統計的推定法と検定法に関する基本的な知識を身につけること

を目指す．さらに岩手県医療ビッグデータや公開データなどを用いた演習をとおして，データ駆動型

思考法を涵養するとともに，地域医療の現状の把握と問題点の抽出・解決方法の考察・発信をとおし

て地域医療に関する見識を深めることも目指す． 

 
・教育成果（アウトカム） 

データ科学の基本的な知識および JMPなど統計解析ソフトウェアの基本操作方法を習得することに
より，第 2学年以降の専門科目の実習・実験や実臨床データを適切に扱え，読み，説明することがで
きる．（ディプロマ・ポリシー：1, 2, 4, 5, 6） 

 
・到達目標（SBO） 

1. 医療とデータ科学・AIの関わりについて例をあげて説明できる． 
2. 必要な情報やデータをインターネットで収集できる． 
3. 記述統計学について説明できる． 
4. 統計解析ソフトウェアを用いてデータを視覚化・要約することができる． 
5. 代表的な理論分布を説明でき，確率を計算することができる． 
6, 点推定論，区間推定論，仮説検定論について説明することができる． 
7. 統計解析ソフトウェアを用いて平均と割合の点推定値と区間推定値を求めることができる． 
8. 統計解析ソフトウェアを用いて一標本 t検定，二標本 t検定，Welchの t検定，多重比較を行うこ
とができる. 
9. 収集したデータを統計学的に解釈することができる． 
10. グループワークで協働することができる． 

  



・講義日程                               （矢）東 1-A講義室 
【講義】 

クラス

月日 
曜

日 
時限 講座(学科) 担当教員 講義内容/到達目標 

C1 

10/29 

木 

3  医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授  
小野 保 講師 

【講義内容】ガイダンス，医学研究と統

計学：講義・意見交換 
1. データ科学を概説できる． 
2. EBMにおける臨床研究とデータ科学
の役割を概説できる． 
【事前学修：30分】教科書 19章やイン
ターネットを利用し，EBM・診療ガイド

ラインにおけるデータ科学の役割につい

て調べる． 

C2 

10/27 

火 

C1 

10/29 
木 

4  

 
医学統計情報学分野 
医学統計情報学分野

医療開発研研究部門

超高磁場MRI診断・
病態解析部門 

髙橋 史朗 教授 
小野 保 講師 
西塚 哲 特任教授 
山下 典生 准教授 

【授業内容】医療とビッグデータ・AI：
講義・意見交換 
1. 医療におけるビッグデータや AIの活
用状況や最新研究を体感する． 
【事後学修：30分】EBM・診療ガイド
ラインにおけるデータ科学の役割につい

てリポートにまとめる． 

C2 

10/27 

火 

C1 

11/5 
木  

3  医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授  
小野 保 講師 

【講義内容】記述統計学(1)：講義，意見
交換 

1. データの種類に応じてデータの代表
値・視覚化方法を説明できる． 
2．解析データセットの構造，変数と種
類を説明できる． 
【事前学修：30分】資料および教科書
p11-30を通読し，まとめ，不明点を明ら
かにする． 

C2 

11/2 

月 

C1 

11/5 

木  

4  医学統計情報学分野  
髙橋 史朗 教授  
小野 保 講師 

【講義内容】記述統計学(2)：演習 
1.統計解析ソフトウェアを用いて配布デ
ータを視覚化し，基本統計量を算出し，

分布の形状をリポートにまとめる． 
【事後学修：60分】講義内容を復習し，

課題をリポートにまとめる． 

C2 

11/2 

月 

  



C1 

11/12 
木  

3  医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授  
小野 保 講師 

【講義内容】正規分布と標本平均の分

布，信頼区間：講義，意見交換 
1. (標準)正規分布を説明できる． 
2. Q-Qプロットを読むことができる． 
3. 連続確率変数の標準化，確率計算を行
える． 
4. 推測統計学，調査法等を説明できる． 

5.標本平均の分布の形状，標準偏差と標
準誤差の違いを説明できる． 
6. t分布について概説でき，t分布表を読
むことができる． 
7. 標本平均の信頼区間を構成でき，結果
を正しく解釈できる． 
【事前学修：60分】資料および教科書
p31-38，44‐52，56-70を通読し，まと
め，不明点を明らかにする．  

C2 

11/10 

火 

C1 

11/12 
木 

4  医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授  
小野 保 講師 

【講義内容】記述統計学(3)：演習 
1. 疑似乱数の平均値の分布を視覚化し，
基本統計量を算出し，データ数等に応じ

た分布の形状の変化をリポートにまとめ

る． 
2. 平均値の信頼区間を構成できる． 
【事後学修：45分】講義内容を復習し，
課題をリポートにまとめる． 

C2 

11/10 

火 

C1 

11/19 
木  

3  医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授 
小野 保 講師 

【講義内容】二項分布，標本割合の分

布，信頼区間：講義，意見交換 
1. 比，割合，率の違いを説明できる． 
2. 二項分布とその正規近似を説明でき，
確率計算を行える  
3. 標本割合の分布の形状を説明できる． 
4. 標本割合の正確・近似の信頼区間を構

成 
【事前学修：30分】資料および教科書
p39-44，71-72を通読し，まとめ，不明
点を明らかにする．  

C2 

11/17 

火 

C1 

11/19 
木 

4 医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授 
小野 保 講師 

【講義内容】平均と割合の信頼区間：演

習 
1. 疑似乱数の割合の分布を視覚し，基本
統計量を算出し，データ数等に応じた分

布の形状の変化をリポートにまとめる． 
2. 割合の信頼区間を構成できる． 
【事後学修：60分】講義内容を復習し，
課題をリポートにまとめる． 

C2 

11/17 

火 

  



C1 

11/26 
木 

3 医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授 

小野 保 講師 

【講義内容】仮説検定(1)概論・一標本問
題：講義，意見交換 
1. 帰無仮説と対立仮説を説明できる． 
2. 有意水準，棄却限界値，検定統計量を
説明できる． 
3. p値を説明でき，正しく解釈できる． 
4. 第 1種の過誤，第 2種の過誤，検出力

を説明できる． 
5. 一標本の母平均に関する検定を行うこ
とができ，結果を正しく解釈できる． 
6. 検定と信頼区間の関係を説明できる．
【事前学修：45分】資料および教科書
p73-87を通読し，不明点を明らかにす
る． 

C2 

11/24 

火 

C1 

11/26 
木 

4 医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授 
小野 保 講師 

【講義内容】一標本問題：演習，総合演

習(1)：グループワーク 
1. JMPを用いて一標本 t検定を行う．  
2. JMPを用いてグルコース負荷試験デー
タの記述統計および推測統計を行う． 

3. 岩手県医療ビッグデータ等を用いて，
PI(E)COで構造化した疑問に対するデー
タ解析を行う． 
【事前学修：15分】身の回りの健康課題
に関する疑問を PI(E)COで構造化する． 
【事後学修：45分】講義内容を復習し，
課題をリポートにまとめる． 

C2 

11/24 

火 

C1 

12/3 
木 

3 医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授 
小野 保 講師 

【講義内容】仮説検定(2)二標本問題：講

義，演習，意見交換 
1. 対応のあるデータとないデータについ
て区別できる 
2. 対応のある二標本の母平均の差の検定
を行え，信頼区間を構成できる． 
3. 対応のない二標本の母平均の差の検定
を行え，信頼区間を構成できる． 
4. JMPで解析することができ，結果を正
しく解釈できる． 
【事前学修：30分】資料および教科書
p88-102を通読し，まとめ，不明点を明
らかにする． 
【事後学修：60分】講義内容を復習し，
課題をリポートにまとめる． 

C2 

12/1 

火 

  



C1 

12/3 
木 

4 医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授 
小野 保 講師 

【講義内容】総合演習(2)：演習・グルー
プワーク 
岩手県医療ビッグデータ等の解析を行

う． 
【事前・事後学修：240分】：データの
クリーニング，データ解析を実施し，発

表資料を作成する． 

C2 

12/1 

火 

C1 

12/16 
水 

3 医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授 
小野 保 講師 

【講義内容】仮説検定(3)多群の比較：講
義，演習，意見交換 
1. 多重性の問題を説明できる． 
2. 分散分析法を説明できる． 
3. 多重比較法を説明でき，JMPで解析
することができる． 
【事前学修：30分】資料および教科書
p103-114を通読し，まとめ，不明点を
明らかにする． 
【事後学修：30分】講義内容を復習し，
課題をリポートにまとめる． 

C2 

12/14 

月 

C1 

12/16 
水 

4 医学統計情報学分野 
髙橋 史朗 教授 
小野 保 講師 

【講義内容】総合演習(3)：演習・グルー
プワーク，プレゼンテーション 
岩手県医療ビッグデータ等の解析結果を

まとめて発表する． 
【事前学修：150分】発表資料を完成さ
せ，発表の準備を行う． 
【事後学修：30分】グループワークから
学んだこと，健康課題に対するデータの

活用についてリポートを作成する． 

C2 

12/14 

月 

 

・教科書・参考書等 
教：教科書   参：参考書   推：推薦図書 

 書籍名 著者名 発行所 発行年 

教  生物統計学 標準教科書 第 2版 寺尾 哲、森川敏彦 ムイスリ出版 2023 

参  JMPではじめるデータサイエンス 三井 正 オーム社 2019 

参 宇宙怪人しまりす 医療統計学を学ぶ 佐藤俊哉 岩波書店 2005 

参 
宇宙怪人しまりす 医療統計学を学ぶ 

検定の巻 
佐藤俊哉 岩波書店 2012 

参 
クリニカルトライアル よりよい臨床

試験を志す人たちへ 
ポコック 篠原出版 1989 

 



・成績評価方法 

総括的評価：定期試験（MCQ35%，計算・記述 35％），提出物（25%），ルーブリックによる学生間

相互評価（5%）に基づき総合的に評価する． 

形成的評価：授業態度，出欠，遅刻などにより態度評価を行う．講義ごとの課題で理解度を確認し，

全員を対象に次講義開始時にフィードバックを行う． 

到達目標 DP 中間試験 レポート 小テスト 定期試験 発表 その他 合計 

1,2 1,2  5  5   10 

4～9 2,4  20  65   85 

10 1,2,4,5,6     5  5 

合計   25  70 5  100 
 

 

・特記事項・その他 

1. 演習では統計解析ソフトウェア（JMP）を各自の PCにインストールすること．インストールに関
しては，初回講義時に指示する． 
2. 講義資料および関連情報の提示，連絡は原則 WebClassで行う． 

3. 演習では課題を課す．講義時間内に終わらなかった課題は事後学習とする． 

4. 作成したリポートは期限までに WebClassにアップロードすること． 

5. 定期試験については、試験後に解答および配点を WebClassに掲載する．持ち帰った問題用紙で自

己採点するとともに，復習すること．希望者には，成績確定後に結果を開示する． 

当該科目に関連する実務経験の有無 有 

医師の資格を有する教員および脳画像研究等の専門家が，医学におけるデータサイエンスの実践例を

説明する． 

 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  ノート PC(MS Windows) 1  
資料提示、プレゼン、統計問題計算、

演示  

講義  教室付属 AVシステム一式 1  資料提示、プレゼン  

演習 ノートパソコン（各自） 150  

 


